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１．自転車ネットワーク計画の背景と位置付け 

１．１ 計画策定の背景 

自転車は、買物や通勤・通学・子供の送迎等、日常生活における身近な移動手段・

交通手段として、またサイクリング等のレジャー手段として多くの人々に利用されて

います。さらに近年では、クリーンかつエネルギー効率の高い交通手段として認識さ

れているほか、健康志向や東日本大震災の節電意識の高まり等を背景にその利用ニー

ズが高まっています。 

昭和 40 年代以降モータリゼーションの進展により自動車の交通事故が急増したこ

とから、昭和 45 年の道路交通法改正により、歩行者の通行を妨げない速度・方法で通

行することとした上で自転車の歩道通行を可能とする交通規制を導入し、自転車と自

動車の分離を主な対策として実施してきました。その結果、自転車乗車中の事故死者

数は大幅に減少しましたが、自転車は「車両」であるという意識の希薄化により、歩

道上等で通行ルールを守らず歩行者にとって危険な自転車利用が増加し、自転車対歩

行者の事故数は増加しました。 

特に江戸川区は、平坦な地勢特性等もあり自転車利用のニーズが高くなっているこ

と、区内の自転車事故が交通事故に占める割合が 3 割を超える高水準で推移している

ことなどから、本区において自転車走行に関する安全対策は喫緊の課題となっていま

す。 

このような状況に鑑み、警察庁は、平成 23 年 10 月、自転車は「車両」であるとい

うことの徹底を基本的な考え方とし、車道を通行する自転車と歩道を通行する歩行者

の双方の安全を確保することを目的とする総合的な対策を打ち出し、平成 27 年には道

路交通法改正により道路の左側端通行を含めた走行ルールの徹底が促されています。  

また、平成 28 年 7 月、国土交通省および警察庁が共同策定した「安全で快適な自転

車利用環境創出ガイドライン」（H24.11 策定。以下、「国ガイドライン」）の改訂が行

われ、自転車と歩行者の分離により安全性が高く、ネットワークとして連続した自転

車走行空間の整備を促しています。 

さらに東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、「オリパラ大会」）

を控え、区内においても葛西臨海公園付近において競技場の建設が計画される等、国

内外から区への来訪者の増加が想定されています。 

以上のような背景のもと、本区における自転車走行環境整備を計画的かつ効率的に

行っていくため、今回、「江戸川区自転車ネットワーク計画」（以下、「本計画」）とし

て策定することとしました。 

また、令和 4年 2月と令和 5年 1月に警視庁より自転車が関わる交通事故防止を目

的として、自転車利用者への交通ルール周知と、自動車ドライバーに車道を通行する

自転車を保護する意識を醸成するための整備の考え方が示されました。これを踏まえ、

本計画に整備方針を一部追記することとしました。 
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１．２ これまでの取り組みと課題 

   本区では平成 16 年度より自転車走行環境整備に取り組んできており、自転車による

交通事故が多い駅前等の拠点周辺を中心に自転車ナビマーク等を設置することで自転

車の左側端走行を促すとともに、自動車等に対する注意喚起を行ってきました。また、

総合自転車対策（駐輪場の整備や放置自転車の撤去、自転車利用マナーの啓発活動等）

による自転車の利用環境の向上も合わせて行ってきました。 

この結果、駅前等の拠点周辺においては自転車走行環境が整備されつつあるものの、

区全域でみたときにネットワークとして連続した安全な自転車走行空間の形成には至

っていないのが現状となっています。 

 

 

１．３ 計画策定の目的 

本計画の策定により、自転車走行環境整備を区全域および隣接区域へのアクセスを含

めてネットワーク化させることで整備箇所を点から面へと広げていき、自動車・自転

車・歩行者等それぞれが安全・快適に道路を通行できる環境の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

  

これまでの整備箇所のイメージ 

（駅前等の拠点周辺を中心に整備） 

今後の整備箇所のイメージ 

（区内全域をネットワーク化） 
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１．４ 計画目標と計画期間 

  本計画では、現在の区内の整備延長 35km（平成 28 年度末時点）に対して、平成 29

年度から平成 38 年度までの 10 ヵ年で区道約 62km を整備するとともに、国道・都道に

おける整備を含めて将来的に整備延長 約 151km を目指します。 

  

H27 年度末  H28 年度末     H38 年度末 将来目標 

整
備
延
長 

 

（km） 

整備済    整備済          目標 
 

10年間で区道 
約 62ｋｍを整備 

区内の自転車走行環境整備延長 

（国道・都道含む） 

27km 
 

35km 
 

97km 
 

151km 
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１．５ 計画の位置付けと構成 

（１）計画の位置付け 

自転車走行環境整備に関する区の既往計画における位置づけとしては、平成 14 年に

策定した江戸川区長期計画（えどがわ新世紀デザイン）において「自転車を利用しや

すいように自転車専用レーンなどを整備していく」と記載しており、本長期計画に基

づく江戸川区実施計画（Ｈ27 年 3 月）においても自転車ネットワークの形成をはかっ

ていくこととなっています。 

また、本区では、平成 28 年 1 月に東京 2020 オリンピック・パラリンピック江戸川

区推進プログラム、平成28年 3月には第8次江戸川区交通安全計画をそれぞれ策定し、

オリパラ大会に向けた自転車走行環境の整備を始めているところです。 

本計画ではこれらの区の既往計画と整合を図った上で、国ガイドラインや東京都自

転車走行空間整備推進計画に定められている基本的な方針に則ったものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本構想】江戸川区長期計画（えどがわ新世紀デザイン）[H14.7] 

【基本計画】江戸川区基本計画（後期） 

えどがわ 10 年プラン（H24 年度～33 年度）[H24.2] 

【実施計画】江戸川区実施計画 

（H27 年度～29 年度）[H27.3] 

総合自転車対策[H17 年度～] 

自転車走行環境整備[H16 年度～] 

【東京都建設局】 

「オリパラ大会」に向けた 

自転車推奨ルートの指定 

江戸川区自転車ネットワーク計画 

【国土交通省・警察庁】 

・安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン [H24.11 策定・H28.7 改訂] 

 

【東京都】 

・東京都自転車走行空間整備推進計画 [H24.10] 

 

【江戸川区】 

   ・東京 2020 オリンピック・パラリンピック江戸川区推進プログラム [H28.1] 

・第８次江戸川区交通安全計画 [H28.3]  
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（２）本計画の構成 

本計画では、計画に至った背景と目的を示すとともに自転車環境の現状とこれまで

の取組みを整理し、今後の方針となる整備形態と整備路線を示します。さらに、本計

画の活用と課題について取りまとめることとし以下の構成とします。 

 

 

  計画の背景と目的 

（第１章） 
現状と取組みの整理 

（第２章・第３章） 

整備形態と整備路線 

（第４章） 

計画の活用と課題 

（第５章） 
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１．６ 用語の定義 

  本計画において使用する用語を以下に定義します。なお、基本的な用語の定義は 

国ガイドラインに示されているものに従います。 

 

・自転車走行環境整備 

自転車が安全で快適に通行できるように行う道路上の環境整備を指します。 

整備の形態としては、構造的に分離された自転車道、道路の一部をカラー化し自転車

専用の交通規制を伴う自転車専用通行帯、法定外の路面表示である自転車ナビマークや

矢羽根型路面表示等があります。 

なお、本区で指定しているサイクリングロードは自転車歩行者道として自転車と歩行

者が混在している道路であるため自転車走行環境整備が整っているという取り扱いに

はしていません。 

 

・自転車ナビマーク 

自転車が通行すべき部分と進行すべき方向を路面に表示する 

ために警視庁が導入した法定外の路面表示になります。 

この表示は法令に定めのない、いわゆる法定外表示であり、 

通行方法については法定又は道路標識等の交通規制に従うこと 

となります。 

 本区では、これまでも自転車の車道走行および左側端走行を 

促すため、特に自転車通行量の多い道路に設置しています。 

なお、国ガイドラインでは自転車ピクトグラムとしてこの自 

転車ナビマークとは異なる自転車の絵で表現されたものが記載 

されていますが、表示の持つ意味としては同じものになります。 

 

・ブルーレーン（路肩カラー舗装） 

  自転車が通行すべき部分を示すため、道路の路肩を帯状 

 にカラー化した帯状路面表示です。色彩は青色系を基本と 

しているため、一般にブルーレーンと呼ばれています。 

   

 

 

 

   

 

  

自転車ナビマーク 

(警視庁仕様) 

ブルーレーン 

（路肩カラー舗装） 

写真：都市計画道路 

補助第 286 号線（中央地区） 
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・矢羽根（矢羽根型路面表示） 

矢羽根型路面表示（以下、「矢羽根」）は、自転車ナビ 

マークと同様に自転車が通行すべき部分と進行方向を路 

面に表示した法定外の路面表示です。 

国ガイドラインでは右図のような表示を標準形として、 

生活道路等では必要に応じて自転車の通行位置を適切に 

示すことができる範囲でコンパクトな仕様とすることが 

できると記載されています。 

 なお、警視庁では同様の矢羽根型路面表示のことを自 

転車ナビラインと呼び、主に交差点部において設置を進 

めています。 

  

矢羽根 

※国ガイドラインより抜粋 
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２．自転車環境を取り巻く現状 

２．１ 地勢特性および交通特性 

本区は高低差が少なく平坦な地形となっており、自転車を手軽に利用出来る 

地勢特性となっています。 

また、河川と東京湾に囲まれた水辺環

境が豊かであり、通勤・通学以外に川沿

いのサイクリングロードや東京湾に面し

た葛西臨海公園等、自転車をレジャーと

して楽しむ環境が多く整備されています。 

 

 

 

 

 

 

サイクリングロード（中川左岸）       江戸川区航空写真 

 

本区の交通特性としては、鉄道

は東西方向に５路線通過しており

区内に合計１２駅が設置されてい

ます。一方で、南北方向の公共交

通機関は路線バスのみとなってお

り、平坦な地勢特性とあいまって、

自転車利用者が多い交通特性とな

っています。 

 

◆京成本線 

⇒京成小岩駅、江戸川駅 

◆ＪＲ総武線 

⇒平井駅、小岩駅 

◆都営新宿線 

⇒東大島駅、船堀駅、一之江駅 

 瑞江駅、一之江駅 

◆東京メトロ東西線 

⇒西葛西駅、葛西駅 

◆ＪＲ京葉線 

⇒葛西臨海公園駅            鉄道路線位置図 

  

区役所平井駅

小岩駅

京成小岩駅

江戸川駅

瑞江駅

東大島駅

船堀駅

篠崎駅

一之江駅

西葛西駅
葛西駅

葛西臨海公園駅
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２．２ 都内における自転車利用に伴う事故の現状 

都内における交通事故全体に占める自転車事故の割合は、全国平均約 20％と比べて

非常に高い 30％を超える数値で推移しており、都内では交通事故の中でも自転車事故

が喫緊の課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：警視庁提供交通事故統計資料による 

 

 

また、都内の自転車事故件数は全国で発生している自転車事故件数の約 3割を占めて

いること等、都内の自転車に係る事故は全国的に見ても特に深刻な課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
平成 27 年における都内の自転車事故件数が

全国に占める割合 
（警視庁提供交通事故統計資料を基に作成） 

 

   都内  
772件, 30.8% 

その他の道府県   
 1,734件, 69.2% 

全国及び都内の自転車事故が交通事故に占める割合の推移 

都内 

全国 
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２．３ 区内における自転車利用に伴う事故の現状 

（１）交通事故に占める自転車事故の割合 

本区では、その地勢特性および交通特性から自転車利用者が非常に多く自転車事故

が交通事故に占める割合は３割から４割程度と高い割合で推移してきました。 

しかし、近年、区内の交通事故全体の死傷者数は大幅に減少しており、自転車事故

が占める割合についても直近 3か年では減少傾向にあるため、自転車走行環境整備を

進めることでさらなる減少が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区内の交通事故および自転車事故の死傷者数の推移 

（警視庁提供交通事故統計資料を基に作成） 

 

  

  

2,444 2,263
2,050

1,746
1,489

1,403

920 862 794
638

502 472

38% 38% 39%
37%

34% 34%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年

交通事故死傷者数 自転車事故死傷者数 割合

(人) 
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12.9%

8.7%

14.8%

15.3%15.7%

11.9%

20.8%

（２）自転車事故による死傷者数の年齢別の割合 

平成 27 年の死傷者数を年齢別でみると、身近で便利な乗り物のため全年齢層に及

んでいます。平成 27 年には 2 件の死亡事故が発生しており、一層の対策が必要とな

っています。 

 

平成 27 年 自転車の事故による年齢別死傷者数 

年 齢 層 別 子 ど も 若 年 層     熟年者 

合 

 

計 

 
年齢層 

死傷者数 

0 

～  

5 

歳 

小

学

生 

中

学

生 

小 

 

計 

高

校

生 

16 

～  

19 

歳 

20 

～  

24 

歳 

小 

 

計 

25 

～  

29 

歳 

30 

～  

39 

歳 

40 

～  

49 

歳 

50 

～  

59 

歳 

60 

～  

64 

歳 

65 

歳 

以 

上 

死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 

重傷者数 0 0 0 0 1 0 1 2 1 1 0 1 0 0 5 

軽傷者数 15 35 11 61 29 11 38 77 30 71 73 54 22 76 463 

小 計 15 35 11 61 30 11 39 79 31 72 74 56 22 76 472 

年齢層別計 61 80 31 72 74 56 98 472 

構 成 率 12.9 16.9 6.6 15.3 15.7 11.9 20.7 100.0 

資料：警視庁提供交通事故統計資料による 

 

 

  

  

死傷者数 
472人 

中学生以下 

高校生～19 歳 

20 歳代 

30 歳代 
40 歳代 

50 歳代 

60 歳以上 

平成 27 年 自転車の事故による年代別死傷者数の割合 

（警視庁提供交通事故統計資料を基に作成） 
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（３）自転車事故発生箇所の傾向 

区内の自転車事故は駅前および区役所付近等の自転車交通量が多い箇所を中心に

発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：警視庁提供交通事故統計資料による 

（４）自転者の安全利用に関する区の既往計画策定状況 

本区では、平成２８年３月に第８次江戸川区交通安全計画（計画期間：平成２８

～３２年度）を策定し、「歩行者及び自転車・二輪車の安全確保」を重点課題として

挙げ、事故防止のため交通ルール順守、走行マナー向上を中心とした交通安全対策

を推進しています。この計画の中で重点目標を下記のとおり定めています。 

【第８次江戸川区交通安全計画における重点目標】 

・目標１ 年間の交通事故件数 1,000 件以下を目指す。 

・目標２ 瞬間違法駐車密度 2.5 台以下を目指す。 

・目標３ 自転車・熟年者交通事故防止 4020 運動を推進する。 

※現行の自転車関連事故および熟年者関連事故発生率 40％をともに国・東京都

並みの 20％台を目指す。 

交通事故発生マップ（平成２８年上半期の自転車事故） 
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２．４ 自転車走行に関する法令等の動向 

   昭和 40 年代以降、モータリゼーションの進展により自動車の交通事故が急増したこ

とから、昭和 45 年、改正道路交通法により、歩行者の通行を妨げない速度・方法で通

行することとした上で自転車の歩道通行を可能とする交通規制を導入し、自転車と自動

車の分離を主な対策として実施してきました。 

その結果、自転車乗車中の事故死者数は大幅に減少しましたが、自転車は車両である

という意識の希薄化により、歩道上等で通行ルールを守らず歩行者にとって危険な自転

車利用が増加し、自転車対歩行者の事故数は増加することとなってしまいました。 

その後、昭和 48 年には改めて道路交通法が改正され、自転車は車道走行を基本とす

ることが定められています。 

 

【道路交通法における自転車走行について】 

自転車は車両であるため、歩道が設けられた道路においては、基本的に車道を通ら 

なければならない。 

ただし、次のいずれかに該当する場合には、歩道を通行することもできる。 

 

・ 「自転車通行可」の道路標識または「普通自転車通行指定部分」の道路標示があ

る歩道を通るとき 

・ 運転者が１３歳未満もしくは７０歳以上、または身体に障害を負っている場合 

・ 安全のためやむを得ない場合 

 

 しかしながら自転車関連の交通事故が増加傾向にあることなどを踏まえ、平成 19 年 7

月には内閣府中央交通安全対策会議交通対策本部決定により、自転車は車両という原則

に基づき、下記に示す「自転車安全利用五則」を定め、自転車の安全利用を促進させる

ための対策が取られています。 

【自転車安全利用五則】 

・ 自転車は、車道が原則、歩道は例外  

・ 車道は左側を通行  

 ・ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行  

 ・ 安全ルールを守る  

飲酒運転・二人乗り・並進の禁止  

夜間はライトを点灯  

信号遵守と交差点での一時停止・安全確認  

 ・ 子どもはヘルメットを着用 
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その後も、平成 27 年 6 月に道路交通法が改正され、自転車の運転による交通の危険

を防止するための講習に関する規定が整備され、自転車が歩道を走行する際の徐行義務

違反などの危険行為が自転車運転者講習の対象となる等、罰則が強化されています。 

 

【自転車による危険な違法行為】 

・ 信号無視 

・ 通行禁止違反 

・ 歩行者用道路における車両の義務違反（徐行違反） 

・ 通行区分違反 

・ 路側帯通行時の歩行者の通行妨害 

・ 遮断踏切立入り 

・ 交差点安全進行義務違反等 

・ 交差点優先車妨害等 

・ 環状交差点安全進行義務違反等 

・ 指定場所一時不停止等 

・ 歩道通行時の通行方法違反 

・ 制動装置（ブレーキ）不良自転車運転 

・ 酒酔い運転 

・ 安全運転義務違反 

 

 以上のように、自転車走行については、車道の左側端を走行することを原則とし、例

外的には歩道における通行も認めていますが、歩行者優先であるというルールの徹底・

普及を国全体として促進しています。 

 自転車の車道左側端走行を促進させるためには、自転車が車道をより安全に走行でき

る環境を整える必要があり、本計画で示す自転車走行環境の整備が重要となります。 

 

また、自転車の活用については、平成 28 年 12 月に「自転車活用推進法」が成立し、

環境負荷軽減、災害時の交通機能維持、健康増進を目的として自転車の活用を推進させ

ることとなりました。地方公共団体においては、自転車活用推進計画の策定が努力義務

として示されているほか、国・地方・事業者・住民などが相互に連携を図りながら自転

車の活用推進に向けて協力していくことなどが示されていることから、本区としても自

転車走行環境の整備とともに自転車の活用についてより一層推進していくことが求め

られています。 
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３．自転車環境の向上に関するこれまでの取組み 

本区では放置自転車のゼロを目指す総合自転車対策を平成17年度から、歩行者にも安

全な自転車走行環境の整備として自転車走行環境整備を平成16年度からそれぞれ行って

きています。以下にこれまでの取組みについて整理していきます。 

 

３．１ 総合自転車対策 

「駅まで安心して自転車で来られるサイクル・アンド・ライドシステムの導入」「自

転車利用者の利便性向上」「放置自転車の解消」「交通ルールの遵守などの自転車利用

者意識向上」などを図るため、次の４つを柱とする「総合自転車対策」を継続して取

り組み、自転車利用者の利便性向上を図るとともに、安全で安心して生活できるまち

づくりを推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   以下に、総合自転車対策で推進している4つの方策について紹介します。 

  

〔総合自転車対策における４つの柱〕 

(1) 駅周辺の駐輪場の整備を行い利用者の利便性向上を図るとともに、使用
料制を導入。 

(2) 自転車放置禁止区域のエリア制導入。 
(3) 業務を効率的に実施するため、駐輪場の運営、啓発･撤去等の放置自転車
対策業務を駅ごとに一括業務委託。 

(4) 自転車利用者のマナー向上。 
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（１）駐輪場の整備および使用料制の導入 

区内各駅の自転車利用実態及び将来予測を行った結果、駅から２００ｍ以上離れ

た駐輪場の利用率が極めて低いことから放置自転車が増えるという実態が分かり

ました。そのため、自転車利用者の需要を１００％満たす規模として主要駅周辺に

約5万2千台規模の駐輪場の整備し、現在は各駐輪場が多くの方に利用されていま

す。その中には機械式（地上・地下）も多く採用する等、土地の高度利用や周辺環

境向上に寄与したものとしています。 

駐輪場の運営は、維持管理及び運営経費について利用者が一部を負担する受益者

負担の考えから使用料制としています。 

また、環境負荷の軽減に加え自転車の共有により駐輪スペースを減少させ、駐輪

場の効率的な運営を可能とするレンタサイクルの拡充に取り組んでいます。 

 

駐輪場利用状況一覧表 

       平成27年度月末現在 

 
駅   名 収容台数（台） 利用状況（台） 利用率（％） 

レンタサイ

クル（台） 

１ 京 成 小 岩 駅 １，７２３ １，０５３ ６１．１ ２５ 

２ 平 井 駅 ４，０７８ ３，９２６ ９６．３ ４０ 

３ Ｊ Ｒ 小 岩 駅 ５，６７０ ４，７５３ ８３．８ ８０ 

４ 東 大 島 駅 １，２００ ３６７ ３０．６ ２０ 

５ 船 堀 駅 ４，０００ ３，７８１ ９４．５ ８０ 

６ 一 之 江 駅 ４，６３６ ４，３８２ ９４．５ ４０ 

７ 瑞 江 駅 ７，７００ ７，１９５ ９３．４ ６０ 

８ 篠 崎 駅 ３，９００ ４，０７２ １０４．４ ５５ 

９ 西  西 駅 ６，１５０ ５，６４７ ９１．８ ２００ 

10  西 駅 ９，８００ ８，７５７ ８９．４ ２００ 

11 西臨海公園駅 ３，１７０ ２，４７６ ７８．１ ２００ 

合    計 ５２，０２７ ４６，４０９ ８８．２ １,０００ 
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船堀駅前機械式駐輪場   

葛西駅地下駐輪場模式図 

各駅駐輪場の箇所図・収納台数 
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（２）自転車放置禁止区域のエリア制導入 

自転車の放置状況を調査した結果、駅の近くから外側へと放置されている実態があ

ることから、従来路線で指定していた放置禁止区域を、駅から概ね半径300m～500mの

範囲で指定するエリア制に変更し、放置自転車の解消を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放置自転車の撤去・指導の様子 

 

 

（３）自転車業務の駅別一括業務委託 

従来、駐輪場管理や放置自転車撤去などは、民間委託や区直営などで分割して業務

を行っていたため、効率が上がらないという課題がありました。そのため、自転車に

関する全ての業務を駅毎に一本化したうえで民間委託を行うこととし、駐輪場の利用

や放置防止の啓発・撤去作業等を効率的・効果的に行えるようになっています。 
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（４）自転車利用者のマナー向上 

自転車事故をさらに減少させるには、自転車利用者のマナーを向上させ、軽車両で

ある自転車が道路交通法の適用を受けることを認識してもらうことが重要です。    

そこで、本区では地域の警察と連携し、小中学生対象の実技講習・学科試験の実施

による「自転車運転免許証」の発行や、熟年者の自転車利用の安全性向上を図る「熟

年者交通安全教室」などに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生自転車運転免許教室          中学生交通安全教室 

 

以上のような総合自転車対策により区内の駅前放置自転車の数は格段に減少してきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    区内の駅前放置自転車数の推移 

放
置
自
転
車
数
（
台
） 
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３．２ 自転車走行環境整備 

本区では、平成 16 年度より自転車走行環境整備に取り組んでおり、自転車による交

通事故が多い駅前等の拠点周辺を中心に自転車ナビマーク等を設置することで自転車

の左側端走行を促すとともに、自動車等に対する注意喚起を行ってきました。 

 

（１）整備延長および整備箇所 

区内の自転車走行環境整備は平成19年頃より本格的に整備が開始され、近年整備延

長を伸ばしてきています。平成27年度末における整備延長としては、国道・都道を含

めて約27kmとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    区内の自転車走行環境整備延長の推移（各年度末時点の数値） 

 

 

  

累
積
整
備
延
長  

(m) 

 年度末 
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自転車走行環境整備箇所図（平成27年度末時点） 

 

自転車走行環境整備箇所一覧表（平成27年度末時点） 

 番号 施工年度（平成） 道路管理者 道　路　名 路線延長 住所（起点～終点） 備　　考

1 元年度～5年度 江戸川区 小松川再開発地区 1,740m 小松川１丁目付近～小松川3丁目付近

2 16年度 江戸川区 虹の広場通り 880m 西葛西７丁目３地先～中葛西７丁目９地先

3 18年度 江戸川区 虹の道 380m 西葛西５丁目９地先～西葛西５丁目１地先
H23年度、「自転車専用通行

帯」として再整備

4 19年度 江戸川区 平井街路２号 230m 平井４丁目８地先～平井４丁目１２地先

5 19年度 江戸川区 瑞江駅前通り 250m 東瑞江１丁目２６地先～東瑞江１丁目２９地先

6 19年度 江戸川区 篠崎駅前通り 400m 篠崎町７丁目２３地先～篠崎町７丁目２７地先

7 19年度 江戸川区 小岩フラワーロード 840m 南小岩５丁目２１地先～南小岩６丁目３１地先

8 19年度 江戸川区 補助２８９号線(葛西） 2,000m 南葛西６丁目３２地先～東葛西５丁目４５地先

9 21年度 江戸川区 京成小岩商栄会通り 270m 北小岩６丁目１６地先～北小岩６丁目２４地先

10 22年度 江戸川区 小岩駅北口通り 170m 西小岩１丁目２６地先～西小岩１丁目２４地先

11 22年度 江戸川区 小岩駅沿道（駅側） 200m 西小岩１丁目２４地先～西小岩１丁目２７地先

12 22年度 国交省 京葉道路 590m 小松川３丁目３地先～小松川３丁目１２地先

13 22年度 国交省 小松川橋 720m 小松川３丁目１３地先～西小松川町１８地先

14 22年度 東京都 環状七号線 1,170m 中葛西５丁目４２地先～南葛西１丁目１２地先

15 23年度 東京都 千葉街道 420m
松本１丁目３４地先～本一色２丁目２４地先
南小岩４丁目９地先～南小岩４丁目１０地先

16 23年度 江戸川区 堀江並木通り 460m 中葛西８丁目１０地先～中葛西７丁目３１地先

17 23年度～24年度 江戸川区 西葛西駅前地区 3,000m 西葛西３、５、６丁目付近

18 25年度 江戸川区 補助２８９号線（船堀） 870m 船堀４丁目１２地先～船堀７丁目１８地先

19 25年度～27年度 江戸川区 船堀駅周辺地区 5,540m 船堀３、４、６、７丁目、二之江町付近

20 26年度～27年度 江戸川区 葛西駅周辺地区 2,390m 東葛西５、６丁目・中葛西6丁目付近

21 26年度 江戸川区 補助２８６号線（中央） 450m 中央１丁目５地先～中央２丁目１７地先

22 27年度 江戸川区 一之江駅周辺地区 840m 一之江７丁目、８丁目付近

23 27年度 江戸川区 区役所周辺（中央１） 550m 中央１丁目付近

24 27年度 江戸川区 小岩駅沿道（東） 560m 西小岩１丁目２８地先～北小岩1丁目９地先

25 27年度 江戸川区 鹿骨新橋 320m 大杉４丁目～鹿骨６丁目付近

26 27年度 江戸川区
船堀街道

（船堀小～葛西橋通り）
1,350m 船堀2丁目21地先～西葛西1丁目１０地先

26,590m合　　　計
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（２）整備形態 

これまでの自転車走行環境の整備については、道路の幅員や自転車の走行状況等を

考慮してさまざまな形態を選択して整備を行ってきています。 

 

 

区内の整備形態別整備延長一覧表（平成27年度末時点） 

 

 

管理主体 整備形態 整備延長 備考 

江戸川区 

自転車専用通行帯 1,230m 

22,340 ｍ 
自転車歩行者専用道路は

除く 

ブルーレーン 7,040m 

自転車ナビマーク 10,330m 

歩道上視覚的分離 3,740m 

東京都 
自転車専用通行帯 1,770m 

2,940 ｍ 
千葉街道、船堀街道 

歩道上視覚的分離 1,170m 環七通り 

国交省 
歩道上構造的分離 590m 

1,310 ｍ 
京葉道路(小松川地区) 

歩道上視覚的分離 720m 京葉道路（小松川橋） 

合計 ― 26,590m ― 

-22-



 

自転車走行環境整備に関するこれまでの整備形態

自転車走行環境整備の整備形態 区内整備路線（平成28年3月末時点） 道路交通法による位置付け等 

 

①自転車道 

 

  区内整備路線無し 

（江東区内 京葉道路等で設置） 

 

 

 

 

 

普通自転車は、自転車道が設置されている場合

には、やむを得ない場合等を除き、自転車道を

通行しなければならない（道路交通法第６３条

の３）。 

 

②自転車 

歩行者道 

 

歩道上   

構造的分離 

 

 

 

 

 

 京葉道路（国管理） 普通自転車の歩道通行可の交通規制が実施さ

れている歩道において、普通自転車の通行すべ

き部分が指定されている場合、普通自転車は、

その指定された部分を徐行しなければならな

い（道路交通法第６３条の４第２項）。 

歩道上 

視覚的分離 

 

 

 

 

 

 環七通り（東京都管理） 

 

自転車歩行者専用道路 

 河川沿いのサイクリングロード等 

 

 

 

道路交通法上の位置づけ無し 

③車道 

混在 

自転車専用通行帯 

 

 

 

 

 

 千葉街道（東京都管理） 

虹の道・新田仲町通り（区管理） 

堀江並木通り（区管理） 

 

 

 

 

自転車は、車両通行帯の設けられた道路におい

て道路標識等により通行の区分が指定されて

いる場合には、指定された車両通行帯を通行し

なければならない（道路交通法第２０条第２

項）。 

 

ブルーレーン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路等（区管理） 自転車は、歩道又は路側帯と車道の区別のある

道路においては、車道を通行しなければならな

い（道路交通法第１７条第１項）。  

自転車は、道路（歩道等と車道の区分のある道

路）においては車道の左側端に寄って通行しな

ければならない（道路交通法第１８条第１項）。 

 

⇒路肩カラー舗装、自転車ナビ―マークは法定

外の路面標示で、表示することによって自転

車の左側端走行を誘導する役割を担ってい

ます。 

 

自転車ナビマーク 

 各駅周辺の特に自転車交通量の多い

路線等 
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①自転車道 

  自転車道は、専ら自転車の通行の用に供するために、縁石線又はさくその他これに類

する工作物により区画して設けられる道路の部分をいいます。道路構造令第2条および

道路交通法第2条第1項に基づいたものです。区内での設置事例はありません。 

 

  ≪整備イメージ図≫          ≪整備事例写真≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        京葉道路（江東区亀戸） 

②自転車歩行者道 

自転車歩行者道は、専ら自転車及び歩行者の通行の用に供するために、縁石線又は

さくその他これに類する工作物により区画して設けられる道路の部分をいいます。 

一般に、自転車歩行者専用道路と、車道とともに設置される自転車歩行者道があ

ります。 

自転車歩行者道内にて歩行者と自転車を分離する手法として以下の構造的分離と

視覚的分離という二種類があります。 

 

○歩道上構造的分離 

    歩道内を樹木等の工作物により歩行者と自転車の通行部分を分離したものを構造

的分離といいます。区内では京葉道路での整備実績があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      京葉道路（国管理）小松川付近 

≪整備イメージ図≫ 
≪整備事例写真≫ 

-24-



 

○歩道上視覚的分離 

歩道内をカラー舗装等により歩行者と自転車の通行部分を分離したものを視覚的 

分離といいます。区内では環七通りでの整備実績があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          環七通り（東京都管理） 

 

なお、上記については道路交通法上の交通規制によって自転車歩行者道のうち、自

転車の通行部分を指定する交通規制を設けたものですが、下記事例に示すような法定

外で通行区分を示したものもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路 補助第289号線（東葛西）       小松川地区防災再開発事業区域内 

 

 

  

≪整備イメージ図≫ ≪整備事例写真≫ 
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○自転車歩行者専用道路 

道路法第48条に基づいて道路管理者である江戸川区が自転車歩行者専用道路とし

て指定した道路のことで、区内においては、新中川・旧江戸川・荒川等の河川沿い

の道路や清新町・臨海町緑道等で整備し、一部についてはサイクリングロードや健

康の道に指定されています。 

 

 

  ≪整備事例写真≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清新町・臨海町緑道            荒川（左岸）堤防沿い道路 

 

 

 

旧江戸川（右岸）堤防沿い道路（武蔵野の路）     新中川（右岸）堤防沿い道路 
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健康の道・サイクリングロード箇所図 
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③車道混在 

 車道混在とは、車道において自転車と自動車等が共有して使用する中で、自転車が車 

道の左側端を走行することを道路上に色や文字等で示すような整備手法を指します。 

 

○自転車専用通行帯 

交通規制により自転車が通行すべき通行帯を指定したものです。自動車の通行すべ

き通行帯と分離することで自転車の走行空間を確保します。 

 

≪整備イメージ図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪整備事例写真≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   西葛西駅前 新田仲町通り             西葛西駅前 虹の道  

 

 

路肩カラー舗装 
＋自転車ナビマーク 
＋「自転車専用」の標示 
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○ブルーレーン 

自転車専用通行帯と同様に自転車の通行する部分についてカラー舗装化しますが、交

通規制はかけていないものを指します。道路交通法上の位置付けはなく法定外の路面表

示となります。青色系で舗装をカラー化することが多いため、一般にブルーレーンと呼

ばれています。 

  

≪整備イメージ図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

路肩カラー舗装 
＋自転車ナビマーク 

路肩カラー舗装 
＋自転車ナビマーク 

≪整備事例写真≫ 

都市計画道路 補助第289号線（船堀）      都市計画道路 補助第286号線（中央） 
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○自転車ナビマーク 

自転車ナビマークとは法定外の路面表示のことで、道路上に自転車の左側端走行を 

促すために設置しています。 

 

 

≪整備イメージ図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪整備事例写真≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       船堀駅南側 区道                      葛西駅南側 区道 

 

 

 

  

自転車ナビマーク 
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 （３）警視庁自転車走行環境整備モデル地区における取組み 

警視庁では、駅周辺の自転車が集中する地区において、面的な自転車通行環境の整

備手法を検討するためにモデルとなる地区を設定し、東京都や関係区市と協力して自

転車通行環境のエリア整備計画について検討を進めてきました。その一つが西葛西駅

周辺であり、都内の住居地区のモデルとして選定され、平成 23～平成 25年度に整備

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西葛西駅モデル地区 整備箇所図 

 

モデル地区では、自転車走行環境の整備が困難な路線においても試行的に整備を行いま

した。 

①基本幅員 1.5m以下の自転車専用通行帯設置 
②狭小幅員道路でのブルーレーン設置 

③単断面（一方通行）でのブルーレーン設置 
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①基本幅員1.5m以下の自転車専用通行帯設置 

区道は、主要道路でも自転車専用通行帯として 1.5mを確保できる道路が少なく、特に
駅前は歩道、車道共に幅員が限られるため、幅員 1.0mの自転車通行帯を試験的に整備し
ました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②狭小幅員道路でのブルーレーン設置 

①よりさらに幅員が狭い道路（本モデル地区では車道 6.0m）でも自動車交通量は少な
いものの歩行者・自転車交通量が多い道路があるため、車道の一部を自転車の通行するス

ペースとして示すブルーレーンを試験的に整備しました。 
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③単断面（一方通行）でのブルーレーン設置 

自動車は一方通行であり、自転車の走行する場所が明確化されていないため路側帯の歩

行者と自転車が錯綜している状況があるためブルーレーンを試験的に整備しました。 
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66.0
%

34.0
%

Ｂ地点

73.8
%

26.2
%

Ｂ地点

56.5
%

43.5
%

74.0
%

26.0
%

Ａ地点
Ａ地点

車道
左側端走行

車道
左側端走行

車道
左側端走行

車道
左側端走行

（参考）ブルーレーン設置に伴う整備効果について 

 本モデル地区２地点について設置前後で自転車が車道・歩道の中でどの部分を通るかを

測定した結果、車道左側端を走行する割合が高まっており、一定の効果があったと考えら

れています。 

 

 

 

 

Ｂ地点 

A地点 

ブルーレーン設置前後での自転車車道左側端走行の割合の変化 

ブルーレーン整備後

ブルーレーン整備後
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４．今後の自転車走行環境の整備形態と整備路線 

４．１ 整備形態 

区道における今後の整備形態の選定にあたっては、基本的には国ガイドラインに従

って行います。国ガイドラインでは道路の規格に応じて整備形態を選定し、道路や交

通の状況等を勘案して決定することとしています。 

これをもとに区道について整備形態を検討すると、主に都市計画道路は比較的自動

車交通量が多いため下表のＢ路線に該当するため自転車専用通行帯による整備、その

他の区道（以下、「一般区道」）についてはＣ路線に該当するため車道混在による整備

として矢羽根や自転車ナビマークを設置することが基本的な考え方となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通状況を踏まえた整備形態の選定の考え方 

（国ガイドラインより抜粋） 
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自転車専用通行帯とは・・・ 
 道路交通法において規制される自

転車専用の通行帯で、自動車やバイク

は通行できない。 

（１）都市計画道路における整備形態 

都市計画道路では基本的には自転車専用通行帯を完成形態とします。ただし、自転車専

用通行帯は街きょ部分を除き 1.0ｍ以上の空間を確保することが望ましい（国ガイドライ

ンによる）ため、車道幅員が 9.0ｍ以上（道路幅員 16m 以上）の場合に適用することとし

ます。また、自転車専用通行帯の指定にあたっては交通管理者と協議が必要となるため、

整備と同時に自転車専用通行帯の交通規制が出来ない場合には、道路管理者である区は暫

定的にブルーレーンと自転車ナビマークを設置し、自転車専用通行帯の交通規制後、交通

管理者が「自転車専用」の路面標示、規制標識の設置を行い完成形態にします。 

なお、ブルーレーンについては、本区ではこれまで通行帯全面を塗装してきましたが、

コスト面や視認性及び維持管理等を総合的に勘案し、今後は通行帯のうち車道側 30 ㎝の

み塗装し、自転車ナビマークを併せて設置していきます。自転車ナビマークについては、

単路部は 30ｍ間隔、交差点付近は交差点流出入部に設置することを基本とし、区内でこれ

までに整備を行ってきた警視庁仕様を引き続き適用します。 

 

 

 

 

 

  

暫定形態：ブルーレーン＋自転車ナビマーク 

   ↓自転車専用通行帯の規制（公安委員会）   

完成形態：「自転車専用」の路面標示 

規 制 標 識 の 設 置 

ブルーレーン 

自転車ナビマーク 

（警視庁仕様） 

都市計画道路における整備形態のイメージ 

※通行帯の幅員確保が困難な路線（車道幅員 9m 未満等 

においては矢羽根＋自転車ナビマーク 
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区内の都市計画道路における整備イメージおよび他地区の整備事例を以下に示しま

す。 

道路幅員が 16ｍ、車道部分が街きょを含めて 9m となっている区内の標準的な都市計

画道路でのイメージとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
  

補助第 286 号線（中央地区） 補助第 290 号線（葛西中央通り） 

 
都市計画道路における整備イメージ（現地写真を加工） 

≪他地区事例≫市川市道(千葉県市川市) 
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（２）一般区道における整備形態 

都市計画道路よりも狭い一般区道では、基本的には車道混在（自転車と自動車が車道で

混在）の形態として矢羽根・自転車ナビマークを設置します。 

本区ではこれまで自転車ナビマークのみを設置してましたが、今後は矢羽根と自転車ナ

ビマークを併用する形でより視認性の高いものとします。 

また、道路幅員 16m 未満の都市計画道路（同潤会通り、今井街道等）についても上記一

般区道と同様の整備とすることを基本とします。 

矢羽根の設置間隔は国ガイドラインに従い、単路部では 10ｍ間隔、交差点付近は 2.5ｍ

間隔を基本に設置します。 

 

 

矢羽根＋自転車ナビマーク 

      
 
 
 
 
 
 

矢羽根：10m 毎（交差点部は 2.5m） 

自転車ナビマーク：30m 毎と街区の前後 

矢羽根とは・・・ 
 法定外の路面表示の一つで、自転車に車

道の左側端通行を促すためのもの。 

≪先行事例≫交差点付近での整備 

一般区道における整備形態のイメージ 

≪先行事例≫新川沿川区道 

W ：自動車占有幅 

 【標準】2.0m 以上 

 【大型車が特に多い場合】2.75m 以上 
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矢羽根の仕様は国ガイドラインや都内先行事例を踏まえ、溶融噴射式かつ高輝度とし

長さは 1.5m とします。矢羽根の幅は、自動車等の走行性にも配慮し、車道幅員が 7.0m

以上の場合には 0.75m、車道幅員が 7.0m 未満の場合には 0.60m とします。なお、自転車

の走行位置の視認性や車線幅員などを考慮し、必要に応じて 0.45m 幅の矢羽根の適用も

検討します。 

 

 

  

宇喜田通り 

車道幅員が 7.0m 以上の場合の整備イメージ（現地写真を加

工） 

東部図書館前区道               西小松川小学校西側区道 

車道幅員が 7.0m 未満の場合の整備イメージ（現地写真を加工） 

 (幅 0.60m の矢羽根) 
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自転車の占有空間を考慮した車道混在の考え方 

 

令和 4 年 2 月に国、警視庁、都内各自治体等により開催された自転車通行空間ネッ

トワーク調整会議（以下、ネットワーク会議）にて、警視庁より自転車ナビマークの

みを設置している場合の考え方が示されました。これを受け、本区では自転車の側方

を自動車が同一車線内で通行できる幅員が確保できない場合は自転車ナビマークのみ

設置します。 

なお、交通量が極端に少ない、中央線がないなどの場合は、管轄する警察署と協議

していきます。 

 

第６回自転車通行空間ネットワーク調整会議資料 概要（令和 4年 2 月） 

 

○自転車の側方を自動車が同一車線内で通行できる幅員が確保できる場合 

⇒矢羽根・自転車ナビマーク設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自転車の側方を自動車が同一車線内で通行できる幅員が確保できない場合 

⇒自転車ナビマークのみ設置 

自転車ナビマークは、自転車の通行すべき部分と方向を表示し、自転車利用 

者に交通ルールの周知を図るとともに、自動車ドライバーには車道を通行する 

自転車を保護する意識を醸成することにより、自転車の交通事故を防止するも 

のです。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、交通量が極端に少ない、中央線がないなどの場合は、管轄する警察署 

と相談

目的 

・自転車利用者は交通ルールをしっかり守る 

・自動車ドライバーは車道を通行する自転車に対する注意を高めることにより 

自転車が関わる交通事故を防止 
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江戸川区における自転車の占有空間を考慮した車道混在の整備方針 

≪整備イメージ図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自転車ナビマークとは・・・ 
 法定外の路面表示の一つで、自転車の 
通行位置と方向を促すためのもの。 

歩道がある場合  

W ：自動車占有幅 

 【標準】2.0m 未満 

 【大型車が特に多い場合】 

     2.75m 未満 

 ：自転車ナビマーク 

  （30m 毎と街区の前後） 

 

歩道がない場合  
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一方通行（自転車を除く）の道路空間における通行空間確保の考え方 

 

令和 5 年 1 月開催のネットワーク会議にて、警視庁より一方通行（自転車を除く）の

道路空間における通行空間確保の考え方が示されました。 

これを受け、本区では一方通行（自転車を除く）の道路において、道路の両側に矢羽

根を設置することが困難な場合は、逆行する自転車の通行空間確保を優先して、片側の

みに矢羽根を設置します。なお、逆行する自転車のための通行空間を整備する場合に

は、自動車とのすれ違いのための側方余裕（0.25ｍ以上）を確保するよう検討します。 

 

第７回自転車通行空間ネットワーク調整会議資料 概要（令和 5年 1 月） 

 

○一方通行（自転車を除く）の道路において、道路の両側に矢羽根を設置する 

ことが困難な場合 

⇒矢羽根及び自転車ナビマーク設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆行する自転車の通行空間確保を優先して、片側のみに矢羽根を設置。逆行 

する自転車のための通行空間を整備する場合には、自動車とのすれ違いのため 

の側方余裕（0.25ｍ以上）を確保するよう検討 

 

 

≪整備イメージ図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車と自動車との 

すれ違いのための側方余裕 

（
自
転
車
を
除
く
）
 

（自転車を除く） 

W ：自動車占有幅 

 【標準】2.0m 未満 

 【大型車が特に多い場合】 

     2.75m 未満 

 ：自転車ナビマーク 

  （30m 毎と街区の前後） 

 ：矢羽根：10m 毎（交差点部は 2.5m） 
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４．２ 整備路線とスケジュール 

本計画では、自転車走行環境を整備していく路線を以下①から⑥に分けることとし

ます。 

なお、本計画に示している路線以外についても、交通状況や社会情勢等を踏まえて

整備を行います。特に駅周辺においては、ＪＲ小岩駅等、再開発事業等によるまちづ

くりを計画しているエリアもあるため、今後のまちづくりの進捗に合わせて整備を行

います。 

①オリパラに向けた整備計画路線  

②都市計画道路完成路線  

③一般区道  

④都市計画道路と同時に整備していく路線（事業中路線） 

⑤都市計画道路と同時に整備していく路線（未着手路線） 

⑥整備要望路線(国道・都道) 

①オリパラに向けた整備計画路線  

 オリパラ大会において葛西臨海公園付近が競技会場として計画されていることか

ら、第 8次江戸川区交通安全計画にも示しているとおり主に葛西地区における整備延

長約 10km を平成 29 年度から 3年間を目途に整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリパラに向けた整備計画路線箇所図 
（第 8次江戸川区交通安全計画を基に作成） 

    自転車走行環境整備済み路線 

    オリパラに向けた整備計画路線 
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なお、①の整備計画路線の中には、東京都建設局が策定している自転車推奨ルート

が含まれています。自転車推奨ルートとは、オリパラ大会に向けて主要駅から各競技

会場等に向かう路線において自転車利用の際に推奨するルートを選定し、平成 27 年 4

月に東京都建設局において示されたものです。区道としては、西葛西駅南側の虹の道、

清新町緑道、臨海町緑道が指定されています。虹の道はすでに自転車専用通行帯とし

て整備済みであり、その他の指定路線について整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車推奨ルート箇所図 

資料：東京都建設局提供資料による 
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②都市計画道路完成路線  

 整備済みの都市計画道路は、区の主要な道路であり、区内の自転車ネットワーク形

成の上でも欠かせない路線であるため、優先的に整備します。整備延長約 14km を①の

路線整備後の 4年間を目途に整備します。 

 

③一般区道  

 都市計画道路以外の区道は、基本的に下記に示す条件を満たす路線を選定して整備

します。整備延長約 31km を②の路線整備後の 4年間を目途に整備します。 

 

条件①：整備の必要性 

  実態として自転車通行量が多い、もしくは将来的に多くなると想定され、歩行者

や車両との安全性を確保する必要性が高い 

 ・自転車通行量が多いこと（1時間に自転車通行量が 250 台を超える路線） 

 ・関係部署や地元から特に自転車走行環境整備の要望があること 

条件②：車道幅員の確保 

  自転車に対して車道走行を促した時に他の車両に対して安全性を確保できる 

・街きょ部分除いた車道幅員が相互通行で 5m 以上、片側通行で 3m 以上確保できる 

こと 

条件③：ネットワーク化への貢献 

自転車走行環境として連続性を持ったネットワーク路線となりうる。 

 ・区内の道路網として骨格をなす都市計画道路（幹線道路）に接続する路線   

 

④都市計画道路と同時に整備していく路線（事業中路線） 

 本計画策定時点において、都市計画道路の事業認可をすでに取得している区施行路

線約 6.5km は、その道路整備に合わせて自転車走行環境を整備します。 

 

⑤都市計画道路と同時に整備していく路線（未着手路線） 

 本計画策定時点において、都市計画道路の事業認可をまだ取得していない区施行予

定路線約 9.6km については、今後進められる道路整備と合わせて自転車走行環境を整

備します。ただし、都市計画道路の事業認可取得の見込みや交通の状況等を勘案して

暫定的に整備することも検討します。 

 

⑥整備要望路線(国道・都道) 

 本計画では区道の整備方針を示すことに主眼をおいてますが、区内全域の自転車ネ

ットワーク形成にあたっては、骨格をなしている国道や都道での整備も必要不可欠な

ものとなります。そのため、整備の必要性の観点から国道および都道における整備要

望路線として整理します。なお、整備形態や整備時期については各道路管理者が交通

管理者と協議の上決定していくことになります。 
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  以上をもとに設定した整備路線は次ページの整備箇所図のとおりです。 

整備スケジュールについては本計画の整備目標である平成 29 年度から平成 38 年度

の 10 年間で区道約 62kｍの整備を目指す中で、各対象路線の舗装の状況や道路上関連

工事の状況等を勘案し整備の順序を柔軟に対応して推進していきます。 

 

整備スケジュール 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   整備延長（実績および計画） 

 整備 
延長 

整備年度（平成） 
29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39以降 

H28年度末時点整備済 
 35km            

①オリパラに向けた 
整備計画路線  

 
10km 

           

②都市計画道路完成路線  
 14km            

③一般区道  
 31km            

都市計画道路

と同時整備 

④事業中路線 6.5km            

⑤未着手路線 9.6km          
 

  

⑥整備要望路線 
(国道・都道) 45km            

合計 151km            

10 年間（H29～H38）で 
区道 62km 整備 

H28 年度末時点 

整備済 35km ⑥国道・都

道 45km 

 

⑤都計道(未着手） 

9.6km 

 ④都計道(事業中) 

6.5km 

 

③一般区道 

31km               

②都計道(完成) 

14km 

 

①オリパラ路線 

10km 

整備延長 

151km 
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５．自転車ネットワーク計画の活用と課題 

５．１ 計画の活用 

  本計画では、区道における整備方針を示していますが、国道・都道は、区内の主要施

設を結ぶだけでなく区内道路ネットワークの根幹を担っているため、自転車走行環境の

整備を関係機関に要望していきます。 

  また、隣接区市境（墨田区・江東区・葛飾区・市川市・浦安市）においては、自転車

走行環境の連続性を維持するための整備が望ましいため、整備にあたっては、十分に調

整を行っていきます。    

 

 

 

 

 

 

 

  

江戸川区自転車ネットワーク計画 

隣接区市 

東京都 国土交通省 

整備の調整 

整備要望 整備要望 

交通管理者 

協議 

計画活用のイメージ 

-48-



５．２ 課題の整理 

 （１）自転車走行環境整備済み路線における整備形態について 

    第 4 章に記載したとおり今後の基本的な整備形態は、車道における自転車専用通行

帯もしくは矢羽根・自転車ナビマークの設置をすることとしています。しかし、これ

までは、車道幅員が十分に確保できない路線や自動車交通量が多い路線等において、

やむを得ず自転車歩行者道の一部を塗装する等の整備を行ってきています。区内で異

なる整備がされていることは区民の誤解を招き、交通事故の要因にもつながりかねま

せん。 

その他にも、区の都市計画道路完成路線で本来自転車専用通行帯を整備すべき路線

において自転車ナビマークのみを設置した箇所や、国道・都道において自転車ナビマ

ークのみを交通管理者が設置している路線もあり、一つの路線としての整備の不整合

が生じて混乱を招きかねません。 

    以上のことから、整備済み路線についても順次本計画の整備形態で再整備を行うこ

ととします。ただし、整備時期については、交通状況や舗装状況、自転車ナビマーク

の劣化状況等を勘案し、交通管理者と協議の上決定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虹の広場通り         都市計画道路補助第 289 号線（東葛西） 

自転車歩行者道上の塗装により自転車と歩行者の通行区分を示している事例 
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   一方、大島小松川地区では、市街地再開発事業において面的に自転車歩行者道上で

の自転車走行環境の整備をしています。当地区ついては、自転車歩行者道がある程度

の幅員があること、平成 5年度以前に整備され地元に定着していること等から、当面

のあいだ現状の整備形態のままとします。なお、自転車走行にあたっては車道を走行

することが原則であり、該当の自転車歩行者道は自転車通行可とはなっていますが、

歩行者優先であることには変わりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島小松川地区 市街地再開発事業区域内 
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 （２）歩道のない生活道路における整備について 

   区道における自転車走行環境整備にあたっては、第 4章に記載した整備形態に従い、 

国ガイドラインに則った設計を行うこととし、歩道のない生活道路では外側線を引く

ことで路側帯と車道を分けた上で、車道側に矢羽根・自転車ナビマークを設置してい

くことを基本とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備イメージ（国ガイドラインⅡ-19 より引用） 

  

 

（３）サイクリングロードについて 

 区には道路法第 48 条によって規定される自転車歩行者道が約 52km 整備されていま

す。その中にはサイクリングロードとして自転車利用者に親しまれている路線もあり、

自転車ネットワークとして活用できる路線も潜在しています。 

しかし、サイクリングロードはあくまでも歩行者と自転車が混在した自転車歩行者

道であり、歩行者優先となっています。そのため、サイクリングロードをはじめとし

た自転車歩行者道については歩行者・自転車それぞれがより安全に通行できるように

した上で自転車ネットワークとして活用していく必要があります。 
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（４）本計画の更新・見直しについて 

  本計画はこれまでに行ってきた自転車走行環境整備の実績を整理するとともに、平

成28年 7月の国ガイドライン改訂を一つの契機として捉え計画策定に至っています。   

整備目標としては、平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 カ年で区道約 61km を整

備し、国道・都道、整備済みの区道と合わせて区内全域のネットワーク化を目指した

ものとしていますが、今後の整備進捗の動向により必要に応じて本計画の更新・見直

しを行います。 

 また、本計画の整備対象路線以外についても交通状況や社会情勢等を踏まえて必要

に応じて整備を行います。 

 以上のとおり、江戸川区では本計画を軸に自転車走行環境整備を促進し、ネットワ

ーク化することで区内全域および隣接区域へのアクセスを含めて自動車・自転車・歩

行者等それぞれが安全・快適に道路を通行できる環境の実現を目指します。  

   

【令和５年４月追記の概要】 

・P1 １.自転車ネットワーク計画の背景と位置付け 

   計画追記の背景を追記 

 

・P40～42 ４.今後の自転車走行環境の整備形態と整備路線 

      ４.１整備形態 （２）一般区道における整備形態 

      自転車の占有空間を考慮した車道混在の考え方 

一方通行（自転車を除く）の道路空間における通行空間確保の考え方を追記 
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